
本州・四国・九州 700 円
東北 950 円

（東北・沖縄を除く）

［送料］（税込）

1,500 円北海道・沖縄

栽培指定 栽培指定

生産者指定生産者指定 生産者指定栽培指定

生産者指定生産者指定 栽培指定 栽培指定生産者指定 生産者指定 生産者指定栽培指定

生産者指定 栽培指定
できません

890 円 620 円

1,210 円 1,210 円

温州みかんのなかで一番早い時期に食べごろを迎え

る極早生品種。外観にまだ青みがあっても中身から

先に熟れていきます。開花から収穫までの期間が短

いため、温州みかんと比べて少し小ぶりサイズのも

のから出荷しています。

出始めのみかんはフレッシュな香りと爽やかさを感じ

ますが、秋が深まるにつれて落ち着いた風味に変わっ

ていきます。段々畑での栽培に適しており、無茶々園

でも一番生産量が多い柑橘です。ここ数年病害虫の発

生などにより、やむをえず低農薬となるものが多く

なっています。

生産量日本一の愛媛でも明浜が主産地。明浜ではみ

かんに次ぐ生産量があります。出始めの早生品種は

甘味は控えめですがフレッシュな風味が魅力。１月

下旬頃からは濃厚な甘みが楽しめる中生・晩生の種

類へと移っていきます。

愛媛での生産が盛んなことから伊予柑。古くからつ

くられてきた柑橘で、香りの良さとバランスの良い

風味が持ち味です。収穫は 12 月から始まり、倉庫

で貯蔵しながら出荷します。長期間の貯蔵で酸味が

抜け、まろやかになっていきます。

古くから作られていますが、栽培や貯蔵管理がデリ

ケートなことから、細々と作り続けています。熟れ

過ぎるのを待たずに出荷するため、最初はちょっと

酸味の効いた新鮮な風味ですが、よく熟れて果皮か

ら甘い匂いが漂うと食べごろです。

瀬戸内海の因島で発見され、文旦系などの交雑品種

と言われています。1 月から２月にかけて収穫し、

貯蔵して酸味が落ち着いてから出荷します。果肉は

酸味の効いたさっぱりとした風味。また、独特の苦

みこそが八朔らしさです。

高知発祥の土佐文旦は文旦系でも特に味が良い品種

と言われています。収穫は 12月から 2月にかけて。

酸味が落ち着いた 2 月から 3 月が出荷の時期です。

厚い皮に守られて、果皮が少しくたびれても果肉は

しっかりしています。

日向夏（ニュ―サマー）から自然発生した比較的新

しい品種です。キメが粗くゴツゴツした外皮に似合

わず、果肉の優しい甘さが持ち味。果皮の白い内綿

もほんのりと甘く、綿ごと切り分けて食べるのもお

すすめです。

レモンは 10 月から翌春までと出荷期間がとても長

いのが特徴。秋にはまだ果皮がグリーンですが、年

末にかけて徐々にレモンらしいイエローに色づいて

いきます。いま無茶々園でも苗木を植えて増産中で

す。

デリケートな品種なので家庭での保管も冷蔵庫がオ

ススメ。柚子茶、柚子ジャム、柚子ハチミツ、柚子味噌、

なます、カブの千枚漬け、塩ゆず（塩レモン風に）、

柚子サワー（酢）、柚子酒、柚子風呂…使い方いろ

いろ！

清見とポンカンの掛け合わせで誕生しました。やや

厚めの皮をむけば、果肉と内皮は柔らかく、手軽に

食べることができます。樹の勢いが強く、勢いを凝

縮させたように果肉に糖度がのってきます。特徴の

「デコ」がないものもありますが甘さ・おいしさに

は影響ありません。

清見とアンコールの交雑種にマーコットを掛け合わ

せて誕生しました。外皮が薄く、風味の濃い果肉が

詰まっています。とても栽培がデリケートで生産量

が少ない柑橘。外皮が薄いため、カットして食べる

のがオススメです。

温州みかんにオレンジを掛け合わせて誕生した清

見。樹上で完熟させるために収穫は 3 月になってか

ら行います。冬本番の寒害と春先の鳥害から果実を

守るため、一つ一つに袋をかけてあげます。

夏みかんの枝代わりとして昭和初期に誕生。爽やか

な酸味が一番の特徴。樹勢が強く少々の病害虫では

弱ることがないため、無農薬でつくりやすい品種で

す。マーマレードに使いたい方は 3～ 4月がおすす

めです。

赤みのもとになるのはアントシアニン。イチゴやブ

ドウのような風味が加わり、生食用だけではなく加

工品にもよく使われています。無茶々園ではタロッ

コという赤みが控えめで味が良い品種が中心です

が、赤みが強いモロも混植しています。

大きさはピンポン玉から温州みかんくらいと大小の

差があります。見た目はとても酸っぱそうですがそ

れほどではなく、甘くて食べやすい果実です。爽快

な香りが春らしさを感じさせてくれます。

大ぶりの果実にさっぱりとした甘み。河内晩柑は産
地によって呼び名は様々ですが、果汁たっぷりの特
徴からジューシーフルーツと呼んでいます。4 月は
酸味もあってしっかりした風味。5 月に入るとより
さっぱりと食べやすくなります。冬の気温変化によ
る果実の落下を防ぐため、化学農薬 4 回までの低農
薬栽培となっております。

正式には弓削瓢柑（ゆげひょうかん）といいます。

黄色い果皮や甘く爽やかな香りは文旦系ならでは。

少し厚めの皮をむくとほろ苦さとしっかりした甘味

も感じます。果皮にペクチンが多く、マーマレード

づくりにもおすすめ。

なつみ（南津海）はカラマンダリンと吉浦ポンカン

を掛け合わせて生まれました。温州みかんやポンカ

ンのように手で皮を剥いて気軽に味わえます。さっ

ぱり系の品種が多い春ですが、手軽さと濃厚な味で

人気を集めています。

冬から春にかけてはたくさんの品種が旬を迎える

「柑橘の季節」。お届け時期によってセット内容が変

わるので様々な柑橘をお楽しみください。

「紅まどんな」とも呼ばれ、「南香」と「天草」とい

うあまりポピュラーではない品種同士の掛け合わせ

ですが、この味わいや食感が人気で栽培が広がって

います。温州みかんと同じように初冬が食べごろ。

無茶々園で栽培している柑橘をご紹介します。
季節ごとに移り変わる旬の品種。
それぞれ予約注文を承っています。

ご注文は 『早期予約』がおすすめ！

2023 年 10 月 2 日までに柑橘の予約注文を頂いた場合、早期予約の特典として
送料から値引きをいたします。※対象は3kg以上の箱詰め企画に限ります。

2023 年 10 月 2 日までのご注文で
送料 1 件につき 200 円引き

［ご注文はこちらから］

外見は扁平な形で濃いオレンジ色、皮をむけば内皮

は薄く、種もなく、甘くてジューシーと、いま好ま

れる要素を全て兼ね備えています。果肉に張り付い

たような薄い外皮をむいて、内皮ごとそのまま食べ

てください。

※内容は生産状況によって変更することがあります。
※セット内容につきましてはお問合せください。


